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（第 1号様式の 2） 

事 業 計 画 書 

                       （※必要に応じて枠を広げてご記入ください。） 

１事業名  

２事業目的 

 

① 事業の目的 

 

 

② 背景及び事業を行う必要性（ニーズ） 

 

 

 

③実現したい未来の社会、将来像など（ビジョン） 

 

 

３事業期間 年    月    ～     年    月 

４事業内容 

 

①具体的な内容 

 

・実施場所または対象地域 

 

 

・対象者 

 

 

・取組内容 

 

 

 

② 協働する相手とその内容 

 

 

 

③ 事業の対象者への周知方法 

 

 

 

事業の中身がわかるような事業名にしてください。 

事業の対象者への情報の伝達方法を書いてください。 

 

例）〇〇〇をすることで、〇〇〇を達成する。 

。 

 

なぜ、この事業が必要なのか、明確なニーズと社会から期待されて

いることを書いてください。 

事業を実施することでどのような社会を目指しているのか書いてください。 

1） シンプルに何をやるのか書いてください。 

2） 箇条書きで書いてください。 

3） 重要な順番で書いてください。 

 

事業を実施するに当たり、連携する団体や機関とそれら団体等の役割

を書いてください。 
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５達成目標と

確認方法 

達成目標（取組内容と関連させて記入する） 目標数値 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

（確認方法） 

 

６

事業の成果 

（事業を実施することで期待される良い結果） 

・期待する対象者の変化 

 

 

・連携機関、協力者に及ぼしたい影響 

 

 

・地域、コミュニティに及ぼしたい影響 

 

 

 

７ 

次年度以降の 

展開について 

 

（ビジョンを見据えたうえで次年度以降に予定している展開） 

 

 

     

８ 

スケジュール 

 

（なるべく詳

細に記入して

ください。予

定でかまいま

せん） 

時期（何月） 内容（場所・参加対象・人数など） 

  

  

  

  

  

  

  

  

（例） 

○月   講座開催のための企画会議 

〇月  講師・会場調整 

○月 第１回○○講座開催（〔会場〕〔講師〕〔参加人数〕） 

○月  第 2 回○○講座開催（  〔会場〕〔講師〕〔参加人数〕  ） 

 

例）アンケートを取る、〇〇を数えるなど 

 

今回の事業で目標と

する達成可能な数値

を書いてください。 

 

際の目標値を

設定してくだ

さい。 

 

参加者の人数や実施回数など数値化しやすい目

標を設定してください。複数あれば複数書いて

ください。 

 

P1 の 2‐③で書いたビジョンを見据え、次年度以降どのような展望を持ち、

団体としてどのような活動を実施していくか書いてください。 

 

事業の対象者に期待する変化や反応を書いてください。 

 

連携機関や協力者に期待する変化や反応を書いてください。 

 

地域やコミュニティに対してどのような変化を生じさせたいか書

いてください。 
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10-1 

団体構成

員で事業

に携わる

主なメン

バー 

氏  名  役割 

１   

２   

３   

10-2 

団体構成

員以外で

事業に携

わる主な

メンバー 

氏  名  役割 

１  

２  

３  

 ※必要に応じて欄を加えて追記してください。 

(例) 事業責任者 

(例) 講座企画担当 

(例) 会計担当 

(例) 広報担当 

(例) オンライン配信担当 

(例)講師 


